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平成 29年度市長とのタウンミーティング要旨 

 

日時 
平成 29 年 11 月 18 日 

13：00～14：30 
会場 石尾中学校体育館 来場者数 13 人 

 

◆意見交換の概要 

テーマ「新庁舎整備基本計画（案）」について 

市民の意見・質問 市の回答 

質疑なし  

 

テーマ「教育・子育て」について 

市民の意見 市長の考え 

平成２０年の話だが、文科省が方針を出して

学童保育とは別に、府・市・校区が共同して

放課後クラブの取組みを進めることとなっ

ていたと思うが、北松尾校区の歴代会長に聞

いてもわからない様子だったが、現状はどう

なっているか。 

（事務局） 

16小学校区で取組みが進んでいる。 

北松尾校区でも取組みは進めている。 

（他の市民） 

現在北松尾小学校で「げんきっ子クラブ」と

してやっている。放課後教室として宿題教室

をやっている。 

PTA の講演会の際に、一人でも多くの人に

話を聞いてもらえるよう、託児的な形で宿題

教室をした。 

（他の市民） 

緑ケ丘小学校でも同様の取組みを行ってい

る。緑ケ丘小学校では地域の方に協力頂いて

毎週月曜日の放課後に学校で昔遊びを教え

てもらっている。 

（他の市民） 

単独でやっていて人が足りない場合は要望

がある。その時は応援している。指導員を確

保するのが大変だと思う。 

（他の市民） 

色々なこどもがいるので体力を使うことも

多い。 
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ボランティアで下校時のこどもの見守りを

しているが、元気っ子が終わってからの下校

をどうするのか問題となった。 

難しい問題だと思う。 

緑ケ丘やのぞみ野では青パトで回っており、

今ではそこまでしかできない。 

和泉市は青パトの数が突出して多い。かなり

地域に協力いただいている。 

「子どもを安心して産み育てることができ

るまち」をめざしていただきたい。 

（公立幼稚園や認定こども園の幼稚園部分

等の）保育料でも第１子は全額負担、第２子

から半額するようになっているが、その基準

として第１子は小学３年生までとなってい

てこれを超えると次の子が第１子扱いとな

ってしまう。どうしてこうした基準があるの

かわからないし、経済的に不安がある。こう

した不安がないことが安心して産み育てる

ことができるようになると思う。 

国の基準に準じている。 

例えば経済的支援として、こども医療費助成

では、大阪府の補助対象は小学校に入るまで

の子どもで所得制限があるが、和泉市では独

自に所得制限なしで中学３年生まで助成し

ている。 

 

（事務局） 

国の補助と市税も投入して実施している。独

自に実施している自治体もあるが、財政面で

の負担も大きく、国の基準に則っている事例

が多いと思われる。 

政府において幼児保育の無償化の検討が進

んでいく中で市もこれに応じて検討を進め

ていくとしている。 

公立幼稚園や保育園を減らすという案が出

ていると聞いている。少子化が進んでいるか

らそれだけ必要ない、高齢化が進むからそち

らにお金を回すということかと思うが、子ど

もの健やかな成長のためには、施設や保育の

充実が必要で、保育所さえあればいいと言う

ことではない。 

自分の子どもは市立幼稚園に通わせたが先

生も真剣に子どものことを考えてくれた。公

立幼稚園や保育園を減らすのではなくもっ

とアピールしていくべきものだと思う。 

公立を集約して公立施設としての役割を果

たしていく。民間が熱心ではないと言うこと

はない。勉強会に自主的に参加して熱心に議

論されている場も見た。 

保育には予算を投入している。概ね市の予算

は総額６００億円で、うちこども部の予算で

１１０億円使っている。実は高齢者は医療費

がかかっているが特別会計であり、高齢者が

こどものお金を奪っているということでは

ない。少子高齢化の中、事業の圧縮や効率化

して対応する必要がある。 

 市の負担は公立の場合、子ども一人当たり

の運営コストは年間１２０万円程度必要で、

保育園に６年いると７２０万円を要する。し

かし民間保育園だと一人当たりの運営コス

トは約４３万円。運営コストの面で言うと、

1 園あたりの市の負担は公立に比べ民間は

低く抑えられている。 
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中学校の校舎に冷房が入ったと思うが、小学

校にも早期整備をお願いしたい。 

１２億円ほど必要となるし、更新も必要。ま

た光熱費も必要。財政的なバランスも考えた

い。 

小中学校の定員が４０名で区切られている

と思うが、支援学童について数に含めていな

いのが和泉市だけと聞いた。堺市では数に含

めていないようだが、和泉市もそうしてはど

うか。 

その情報については、堺市と枚方市だけと聞

いていて、和泉市だけではない。 

仮に進めるとすると、各々のコストを試算す

ると年間２億円ほど必要になるため、難し

い。 

小中一貫校だが、施設統合ではなく小中学校

の交流を深めていくという意味合いか。 

その通り。 

給食の民営化で、公立でしているように地域

の食材を用いるということなどは盛り込ま

れているか。 

調理を委託しているだけなので、食材の購入

は学校で行っている。 

 


